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21 世紀兵庫長期ビジョン策定以降の主な取組と今後の課題 

年 主な社会の動き 

 
主 な 取 組 内 容 

 
創造的市民社会 しごと活性社会 環境優先社会 多彩な交流社会  

将来像１ 人と人のつながりで自立と安心を育む  
将来像２ 兵庫らしい健康で充実した生涯を送れる社会を実現する  
将来像３ 次代を支え挑戦する人を創る  

 
将来像 4 未来を拓く産業の力を高める  
将来像 5 地域と共に持続する産業を育む  
将来像 6 生きがいにあふれたしごとを創る  

 
将来像 7 人と自然が共生する地域を創る  
将来像 8 低炭素で資源を生かす先進地を創る  
将来像 9 災害に強い安全安心な基盤を整える  

 
将来像 10 地域の交流・持続を支える基盤を整える  
将来像 11 個性を生かした地域の自立と地域間連携で元気を生み出す  
将来像 12 世界との交流を兵庫の未来へ結ぶ  

２００１～ 

２００５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・神戸市営地下鉄海岸線開通(2001) 

 

 

 

 

 

・アメリカ同時多発テロ(2001) 

・明石市大蔵海岸歩道橋事故(2001) 

・京都府で高病原性鳥インフルエン

ザ発生(2004) 

・台風 23 号により県内で大きな被害

(2004) 

 

 

 

 

・JR 福知山線脱線事故(2005) 

・ひょうごボランタリープラザ開設(2002) 

・男女共同参画社会づくり条例制定(2002) 

・県立美術館「芸術の館」開館(2002) 

 

 

 

 

 

・県立武道館開館(2002) 

・参画協働推進条例制定(2002) 

・兵庫県立粒子線医療センター開設(2003) 

・県立３大学の統合により兵庫県立大学が誕生(2004) 

・兵庫県こころのケアセンター(2004) 

・ユニバーサル社会づくり総合指針策定(2005) 

・少子対策本部・少子局設置(2005) 

・兵庫陶芸美術館開設(2005) 

・兵庫県立芸術文化センター開設(2005) 

・産業集積条例制定(2002) 

・ひょうご認証食品制度開始（2004） 

・全県立高校１年生トライやるワーク開始(2005) 

・カーネギーメロン大学日本校開校(2005) 

 

 

 

 

 

・SPring-8 ２本目の県ビームライン供用開始(2005) 

 

 

 

 

 

 

・ひょうご・神戸投資サポートセンター開設(2005) 

・人と防災未来センタ

ー開館(2002)  

・産廃不適正処理防

止条例制定(2002) 

・兵庫県災害医療セ

ンター開設(2003) 

・環境の保全と創造に関する条例に基づく大型デ

ィーゼル車運行規制(2003) 

・兵庫県広域防災センター開設(2004) 

・国連防災世界会議開催(2005) 

・県民緑税条例制定

(2005) 

・E-ディフェンス完成

(2005) 

・兵庫県住宅再建共済

制度スタート(2005) 

・コウノトリの試験放鳥開始(2005) 

・阪神高速北神戸線全線開通、同神戸山手線神

戸長田 IC-白川 JCT 供用開始(2003) 

・播磨自動車道（播磨 JCT～播磨新宮 IC）供用開

始(2003) 

・国道 482 号蘇武トンネル開通(2003) 

・ＪＲ加古川線電化開

業(2004) 

・鳥取豊岡宮津自

動車道香住道路

供用開始(2005) 

・JR 加古川駅付近連 

続立体交差事業完 

了(2005) 

・北近畿豊岡自動車 

道春日 IC～氷上 IC 

供用開始(2005) 

 

２００６～ 

２０１０年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・神戸空港開港(2006) 

 

 

 

 

 

・丹波市で 1 億 2 千万年以上前の恐

竜化石発掘(2007) 

・世界的な金融危機(リーマン・ショック)(2008) 

・新型インフルエンザ国内初の感染

者確認(2009) 

・台風 9 号により佐用町をはじめ県

内で大きな被害(2009) 

・県人口 560 万人を突破後、戦後初

めて減少に転じる(2009) 

・平成の大合併(1999-2010)(22市66

町から29市12町へ) 

・県民交流広場事業本格スタート（2006） 

・地域安全まちづくり条例制定（2006 年） 

・ひょうご出会いサポートセンター開設（2006） 

・「のじぎく兵庫国体」、「のじぎく兵庫大会」の開催(2006) 

 

 

 

 

 

 

 

・県立考古博物館の開館（2007） 

・行政構造改革推進条例制定（2008） 

・県立加古川医療センター開院（2009） 

・豊岡病院を基地とするドクターヘリ運航開始（2010） 

・関西広域連合設立(2010) 

・県内全市町に消費生活センター設置（2010） 

・兵庫楽農生活センタ

ー開園（2006） 

・兵庫県ブラジル事務

所開設（2006） 

・第 9 回世界華商大会

開催(2007) 

・計算科学振興財団設

立(2008) 

・放射光ナノテク研究所開設（2008） 

・緊急経済・雇用対策

本部設置(2008) 

・全国技能グランプリ・

兵庫開催(2009) 

・ひょうご仕事と生活セ

ンター開設（2009） 

・林内路網 1,000km 整備プラン開始（2010） 

・県産木材供給センター（宍粟市）開設（2010） 

・尼崎 21 世紀の森中央緑地開園(2006) 

・兵庫型環境学習・教育

の本格開始（2006） 

・県民緑税を活用した

「災害に強い森づくり」

「県民まちなみ緑化事

業」開始（2006） 

・食の安全安心と食育に

関する条例制定（2006） 

・森林動物研究センター

開設（2007） 

・46 年ぶり自然界でコウ

ノトリの巣立ち(2007) 

・G8 環境大臣会合開催(2008) 

・県立大学緑環境景観マネジメント研究科開設(2009) 

・フェニックス共済「家財再建共済制度」創設（2010） 

・北近畿豊岡自動車道氷上IC～和田山JCT供用

開始(2006) 

・「姫路菓子博」 

開催（2008） 

 

 

・小規模集落元気作戦の開始（2008） 

・JR 姫路駅付近連続交差事業完了(2008) 

・淡路花博2010「花みど 

 りフェア」開催（2010） 

 

 

・国際コンテナ戦略港湾 

に阪神港を指定(2010) 

・山陰海岸ジオパークが世界ジオパークネットワー 

 ク（GNG）に加盟認定（2010年） 

・山手幹線全線開通(2010) 

資料２ 

人と防災未来センター(神戸市) 

コウノトリの放鳥(豊岡市) 

電化された加古川線出発式
(丹波市) 

北近畿豊岡道春日氷上間開通(丹波市) 

県立美術館(神戸市) 

神戸市営地下鉄海岸線開通式(神戸市) 

決壊した円山川(豊岡市) 

SPring-8 
(佐用町) 

カーネギーメロン大学日本校(神戸市) 

のじぎく兵庫国体開会式(神戸市) 

楽農生活センター(神戸市) 

ひょうご仕事と生活センター 
(神戸市) 

ひょうごの環境学習 

森林動物研究センター(丹波市) 

姫路菓子博 2008(姫路市) 

淡路花博 2010(淡路市) 

神戸空港開港(神戸市) 
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年 主な社会の動き 創造的市民社会 しごと活性社会 環境優先社会 多彩な交流社会 
２０１１～ 

２０１５年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・東日本大震災発生(2011) 

・台風 12 号及び 15 号により県内で

大きな被害(2011) 

・NHK 大河ドラマ「平清盛」放映(2012) 

・淡路島地震発生(2013) 

・NHK 大河ドラマ「軍師官兵衛」放映(2014) 

・丹波豪雨災害(2014) 

 

 

 

 

 

 

・兵庫県地域創生条例、同戦略策定

(2015) 

 

・健康づくり推進条例制定(2011) 

・第 1 回神戸マラソン開催(2011) 

・受動喫煙防止条例制定(2012) 

・横尾忠則現代美術館開館(2012) 

・県立淡路医療センター開院(2013) 

・ひょうご地域安全 SOS キャッチ電話相談の開設(2013) 

・加古川医療センター

を基地とするドクヘリ

運行開始(2013)  

・自転車の安全で適正

な利用の促進に関す

る条例施行(2015) 

・客引き行為等の防止に関する条例施行(2015) 

・公立高校学区再編（16 学区→5 学区）(2015) 

・県立尼崎総合医療センター開院(2015) 

・ひょうご出会いサポート東京センター開設(2015) 

・県立ものづくり大学

校開校(2011)  

・関西イノベーション戦

略特区、あわじ環境未

来島特区指定(2011) 

・X 線自由電子レーザー「SACLA」供用開始(2012) 

・スーパーコンピュータ「京」供用開始(2012) 

  

 

 

 

 

 

・県立工業技術センターに「技術交流館」開設(2012) 

・兵庫県香港経済交流事務所開設(2012) 

・国家戦略特区に「関西圏」「養父市」が指定(2014) 

・関西広域連合が東日本大震災の被災地をカウ

ンターパート方式で支援(2011) 

・総合治水条例制定(2012) 

・津波防災インフラ整備 5 箇年計画策定(2013) 

・再エネ 100 万ｋW を

めざす地球温暖化

対策方針策定(2013)  

・県立大学大学院地

域資源マネジメント

研究科設立(2014) 

・全国初のダム堤体

法面を活用した神

谷ダム太陽光発電

所稼働(2015)  

・南海トラフ地震・津波対策アクションプログラム策定(2015) 

・ため池保全条例制定(2015) 

・旧余部鉄橋を活用

した展望施設「空の

駅」オープン(2013) 

・姫路城が平成の大

修理を終えグランド

オープン(2015)  

・「丹波篠山デカンショ節」が日本遺産に認定

(2015) 

・「関西・美の伝説」「せとうち・海の道」が国の広域

観光周遊ルートに認定(2015) 

・ミラノ国際博覧会で

五国の農、食、観

光 の 魅 力 発 信

(2015)  

 

２０１６～ 

２０１９年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・G7 保健大臣会合開催(2016) 

・県政 150 周年(2018) 

 

 

 

 

 

・台風通過による記録的な高潮が発生(2018) 

 

 

 

 

 

 

・令和改元(2019) 

・カムバックひょうご東京センター開設(2016) 

・県立こども病院が移転・開院(2016) 

 

 

 

 

 

 

・県立考古博物館加西分館オープン (2017)  

・県立粒子線医療センター附属「神戸陽子線セン

ター」開設(2017) 

・県立丹波医療センター開院(2019) 

・新長田合同庁舎供用開始(2019) 

・県立美術館「Ando Gallery」開館(2019) 

・IWC2016「SAKE 部

門」兵庫開催(2016)  

・理化学研究所科学

技術ハブ推進本部

関西拠点開設(2016) 

・起業プラザひょうご

開設(2017) 

 

 

 

 

 

・航空産業非破壊検査トレーニングセンター開設(2017) 

・金属新素材研究センター開設(2019) 

・県立大に「国際商経学部」「社会情報科学部」を新設(2019) 

・県立森林大学校開校(2017) 

・太陽光発電施設等と地域環境との調和に関する

条例制定(2017) 

・県 立大学減災

復 興 政 策 研 究

科開設(2017) 

・六甲山ビジターセ

ンターリニューア

ルオープン(2018) 

・日本初の「CLT＋鉄骨

ハイブリッド構造」によ

る県林業会館供用開

始(2019)  

・「古事記の冒頭を飾る「国生みの島・淡路」～古代国

家を支えた海人の営み」が日本遺産に認定(2016) 

・グリーンピア三木の跡地を活用した「ネスタリゾー

ト神戸」開業(2016) 

・インド・グジャラート州

との相互協力に関す

る覚書締結(2016)  

・「銀の馬車道・鉱石

の道」が日本遺産に

認定(2017) 

・伊丹-但馬路線に新型 ATR42-600 就航(2018) 

・新名神高速道路（川西 IC～神戸 JCT）開通(2018) 

・「兵庫美方の但馬牛システム」が日本農業遺産

に認定(2019) 

・明石城築城 400 周年記念事業(2019) 

【淡路地域の主な取組】 

～淡路地域ビジョンの理念～ 

①命をつなぐ‘持続可能な島’ 

②「経済」「社会」「環境」の調和がとれた新たな

幸せ社会 

③環境立島‘公園島淡路’の理念の継承と発展 

実践目標① 

 誰もが役割を持ち、地域の宝が生きる島づく

り 

実践目標② 

 個性と活力にあふれ、新たな価値を生み出す

島づくり 

実践目標③ 

 自然との付き合い方を再考し、その恵みに支

えられた島づくり 

実践目標④ 

 経済、社会、環境が調和し、命をつなぐ島づ

くり 

・五斗長垣内遺跡で大型古代鉄器づくり工房完

成(2010) 

・「淡路島百景」選定(2013) 

・「第１３回全国人形芝居サミット＆フェスティバル」

の開催(2013) 

・「淡路ふるさと学習読本」、「あわじ環境未来島読

本」の発行(2014) 

 

・「淡路島ロングライド１５０」の開催(2010) 

・食のブランド「淡路島」推進戦略を展開(2011) 

・「淡路はたらくカタチ研究島」の始動(2013) 

・兵庫・徳島「鳴門の渦潮」世界遺産登録推進協

議会発足(2014) 

・県立淡路島公園「ニジゲンノモリ」が開園(2017) 

・淡路島総合観光戦略を策定(2018) 

・北淡路地区で先端ファーム事業がスタート(2019) 

・淡路花博 2010「花みどりフェア」の開催(2010) 

・福良港津波防災ステーションの供用開始(2010) 

・淡路市メガワットソーラー発電施設の竣工(2010) 

・洲本川水系河川改修事業の完了(2012) 

・南海トラフ地震住民一斉避難訓練、合同防災訓

練の実施(2016) 

 

・「あわじ環境未来島構想」が国の地域活性化総

合特区に指定(2011) 

・淡路地域ビジョンフォローアップ指標の策定

(2014) 

・淡路くにうみ夢フォーラムの開催(通年) 

              

丹波豪雨被害(丹波市) 

加古川病院ドクターヘリ 

SACLA(佐用町) スパコン「京」(神戸市) 

県大地域資源マネジメント研究科(豊岡市) 

神谷ダム太陽光発電所(神戸市) 

ものづくり大学校(姫路市) 
空の駅(香美町) 

ミラノ国際博覧会(イタリア) 

起業プラザひょうご(神戸市) 

  

県立こども病院(神戸市) 

グジャラート州との覚書締結 

六甲山ビジターセンター(神戸市) 

兵庫県林業会館(神戸市) 

IWC2016(神戸市) 
県政 150 周年記念式典(神戸市) 

 

台風第 21 号での南芦屋浜の越波 
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論点 新地域ビジョンの検討に当たって重視すべき課題は何か 

・ 様々な社会的課題の中で、兵庫県の新ビジョンの検討に当たって特に重視する必要がある 

中長期的な課題は何か。 

・ また、現在大きな課題となっていないが、今後クローズアップされる課題としてどのよう 

なものが考えられるか。 
 

◆本県を取り巻く環境変化と中長期的な課題例 

○本格的な人口減少社会の到来 

・少子化（子育て環境整備等の対策強化、少子化が進む中で子どもの教育環境充実） 

・超高齢化（認知症を含む要介護者増加への対応、人手不足の中での医療・介護体制整備） 

・都市への影響（地方都市の衰退、中心市街地の再生、オールドニュータウン問題への対応） 

・農山漁村への影響（小規模集落の増加、生活水準の維持、耕作放棄地・荒廃森林への対応） 

・地域経済への影響（内需の減少、労働力不足、医療・介護等サービス産業のシェア拡大） 

・空間の変容（空き家・空き施設の増加、低未利用地の拡大、社会資本の老朽化・選別化） 

○世界規模での構造変化 

（科学技術の発展） 

・ICT の進化（一人一台スマートフォン時代の到来、自動運転・ドローン等の標準装備化） 

・医療の発展（寿命の延伸、健康な高齢者の増加、人生 100 年時代の到来、自分時間の増大） 

（グローバル化） 

・経済のグローバル化（大きくなる世界と小さくなる日本、国家を凌駕する経済主体の台頭） 

・国際人口移動の拡大（富を求めて移動する人の増加、不可逆的に混ぜ合わさっていく世界） 

・都市間競争の激化（成長のエンジンとなる都市の育成が急務、都市基盤投資の増強が必要） 

・兵庫の活力を生む成長産業の育成（本県において今後重点的に育成すべき産業分野は何か） 

・兵庫の魅力向上の方向性（インバウンド拡大に効果的な魅力向上策、快適な居住環境整備） 

○県民の意識・行動の変化 

・人同士の関係性の変化（濃く狭くから薄く広く） 

・モノからコトへ（所有から利用、体験重視、個性重視、物質的豊かさより精神的豊かさ） 

・家族の変化（女性の社会進出拡大、未婚化、世帯の単独化の進展、高齢単身世帯の増加） 

・新しい働き方の拡大（フリーエージェント化、キャリアの複線化、脱終身雇用・年功序列） 

・所得格差の拡大と貧困の再生産（生活保護世帯の増加、貧困家庭の実態把握の必要性） 

○地球環境の変化 

・気候変動（気温上昇、短時間大雨の増加等）による異常気象の常態化、自然災害の激甚化 

・地球温暖化防止の更なる取組に加え、海洋汚染や食品ロス等の新たな環境問題への対応 

・喫緊の課題として 30年以内に 70～80％の確率で発生するとされる南海トラフ地震対策 

○その他 

・今後の行政の役割（民間企業など行政以外の多様な主体による地域課題への対応の拡大） 

・人口減少の行方（人口はどこまで減るのか。地域はどこまでの人口減少に耐えられるのか） 

 

社会像 取組の総括 

創造的 
市民社会 

・「県民の参画と協働の推進に関する条例」を制定し、参画と協働を県政運営の基調に据

え、様々な施策が展開されてきた。 
・県立病院の機能充実、ドクターヘリの配置、交通・防犯・消費など、家庭・地域の安全

を確保するための取組や、県立美術館、芸術文化センター、武道館など、県内の文化・

芸術・スポーツ活動を支える拠点整備が進んだ。 
今後の課題 

・未婚化の進行が止まらず、少子化に拍車がかかっている。働き方改革を含めた仕事と家

庭の両立支援、子どもを産み育てやすい環境整備、地域ぐるみの子育て支援などに引き

続き取り組む必要がある。 
・超高齢社会を迎え、膨らむ医療・介護需要、一人暮らし高齢者の増加、認知症高齢者の

増加、高齢ドライバーによる交通事故、特殊詐欺や消費トラブルなど、様々な社会問題

が顕在化している。こういった課題にいち早く取り組む必要がある。 

しごと 
活性社会 

・SPring-8、SACLA、スパコン京など、次世代のものづくりを支える研究基盤の集積が進

んだ。また、起業環境の整備、航空機等次世代産業の育成に注力してきた。 

・広大で変化に富んだ地形、多様な自然・気候・風土を有する県土の強みを生かし、県内

各地で多彩な農林水産業が展開されてきた。近年は、産品のブランド化や生産規模の拡

大等による競争力強化に努めている。 

今後の課題 

・生産年齢人口の減少が本県産業に影を落としつつある。人材や資本の東京一極集中も一

向に是正されない。こうした中で兵庫で働く人をどう増やすか、働く場としても魅力あ

る産業をどう育てていくかが、今後の大きな課題である。 
・農業分野は、革新技術の活用余地が大きい産業と言われている。法人化や規模拡大とあ

わせて環境制御技術を始めとした先端技術の導入促進を図る必要がある。また、輸出拡

大による需要創出、不耕作農地の有効活用、農山漁村の活性化といった課題にも取り組

む必要がある。 

環境優先 
社会 

・兵庫の環境行政は公害への対応と自然再生の取組の歴史でもある。2000 年代初頭のﾃﾞｨ

ｰｾﾞﾙ車運行規制により、水・大気等に対する環境規制はほぼ網羅された。また、尼崎

21世紀の森構想の具体化やｺｳﾉﾄﾘの野生復帰など、自然再生の取組にも力を注いできた。 

・防災対策では、阪神・淡路大震災を経験した本県として、その経験と教訓の発信、地域

の防災力の強化に取り組んできた。 

今後の課題 

・持続可能な社会を希求する取組に終わりはない。温暖化対策への継続的な取組に加え、

マイクロプラスチックによる海洋汚染など新たな課題にも対応していく必要がある。 
・高い確率で発生が懸念されている南海トラフ巨大地震に対しては、防災インフラの計画

的な整備、家庭での耐震対策、支援が必要な住民・旅行者を含む避難行動の促進等に取

り組む必要がある。さらに頻発する集中豪雨への対応も求められている。 

多彩な 
交流社会 

・交流の基盤である道路については、ミッシングリンクの解消、災害時のリダンダンシー

の確保等をめざし県内道路網の充実・整備に計画的に取り組んできた。 
・県内の観光資源の発掘、誘客促進に取り組み、訪日外国人数も増加傾向にある。また、

地域再生大作戦に着手し、人口減少の著しい地域の活性化に寄与してきた。 
今後の課題 

・建設から 50年以上経過する社会インフラが急増し、老朽化が大きな問題となっている。

長寿命化対策や、管理ができないインフラの撤去などを検討する必要がある。 

・人口減少・偏在化が進む中で県土構造をどのように変えていくか。県土空間のあり方、

特に多自然地域の集落の将来を住民とともに十分に検討する必要がある。 

・国内旅行の市場規模やインバウンド需要が変化することが考えられる。県内の観光資源

の磨き上げや宿泊・移動環境の充実等により多様なニーズに対応する必要がある。 
・震災の影響から地域の成長を牽引する都市への投資に遅れを取っている。都市間競争の

時代に対応するため、都市の魅力を高める、都市空間の刷新が急務である。 
・新在留資格の創設とも相まって、今後、地域で暮らす外国人の増加が見込まれる。相互

理解や支え合い、誰もが安心して暮らせる地域づくりの推進が求められる。 


